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アルムファッダリーヤート試訳 (XXVII-XXIX)／池田修

まえがき

アルムファッダリーヤート試訳

ー (xxv1[I)アブダ。 ブヌ。アッタビーブ

‘ ~\ぷご兵¢
饂田 修 ＊ 

この詩人については本詩集No.XXVI前書きで紹介したとおり、AH13または AH15

の対ペルシャ戦争に言及しており、イス ラーム初期にわたって活躍 した f；五芦

mukhadram 詩人である。詩人はイスラームに入信していたと思われるが、 7-8行で

敬神と親への親切を説いてはいるが、人生は死でもって終わるとし、来世観には全

く触れていない。

この詩は詩人が年を取り、目がよく見えなくなった頃に息子らを集めて語った遺

言である。彼は息子らに、残してやれるものとして、 (1)彼が得た名声、 (2)論争に

優れていたために得た抜きん出た地位、（3)頌詩の見返りとして得た富などをあげ、

ついで (4)困難に際しての助言、 (5)敬神の念、（6)両親への親切 。服従、 (7)部族

内での僧悪の回避などを説いている。 19行からは論争での輝かしい勝利を謳歌し、

23行からは、死をもって人生は終わりであ ると述べている。 J~ts kamil調。 30行。
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(XXVII)訳

l —わが子らよ、私は老いて、目も役立たなくなった。（衰弱した）私の世話を良くする

者 2)は、私の知恵を亨受することがかなうであろう。

2ーもし、私が死んだとしても、数々の功績の館を築いておいた。 なかでも、四つの偉

業をお前たちのために残しておいた。

2)アルアンバーリーは muslihを「良き教訓を求める者」としているが、「善行を施す者、衰弱し

た親の世話を良くする者」と解した。
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アルムファッダリ ーヤート試訳 (XXVII-XXIX)／池田修

3-（第一に）名声である。貴人らが話題 となるとき、この名声がお前たちを飾る であろ

う。他より抜きん出た貴族の血統を相続することは、有益である。

4-（第二に）多くの人が集まり、感情を高ぶらせる 中で論争に勝った日々に（勝者 とし

て達成感に浸って私が彼らの前に）立った場所 3)である。

5-（第三に） （私が自らの詩オで）稼いだ贈り物がある。それは、人々に欠乏が生 じたと

きお前たちが人々を救う手立てとなるであろう。

6-（第四に）私が人々の中にあって見聞している限りは、私の胸の中から湧き出るお前た

ちへの忠告である。

7ー私はお前たちに、 神を畏れるよう 申し付ける。何故なら、神こそは、御心にかなった者

に貴重な物を与え、そうでない者には、これを拒まれるお方であらせられるからだ4)。

8 — お前たちの親に優しく接し、その命令に服従することを申 し付ける。まことに、息

子らのなかで、も っと も誠実な者と は、もっとも良く服従する者である 5)。

9—老人に家族が従わないと 、彼の両手はぎこちな くなり自 分のこ とが何も出来なくな る。

10ー僧悪の念を捨てよ。 お前たちはそれに動じてはならぬ。 小曽悪の念は親族のために脇

に捨て置け。

11ー良き 忠告者を装い、お前たちのあいだに中傷を持ち込む者に従うな。それは致命的

な毒である。

12— 彼が さそ り（中傷） を広めるのはお前たちのあいだに戦争を起こすためであ る。ち

ょうど、吸いふくべで首の静脈から血を抜くと、他の血管がそれを補おうとして反

応するように（一事が万事を呼ぶ）。

13—彼の僧悪の念は燃えてい て、 心の熱い渇きは、 器の 中の水に混ぜた蜂蜜でも 、いや

すことができない。

14ー自分たちの子供が、産婆らのあいだで敵意を注入されて成長するような人々 を信じ

てはならぬ。

1 5—彼らの敵意は分別を覆いつくし 6)、 彼 らの心の憎しみは剥ぎ取られるのを、拒んでいる。
16— この人た ちは闇に覆われ ると、 夜行性のハ リネズミの ように、急いで、悪 口をあ ち

こちに撒き散らす。

17—彼らは一族を滅ぼ し、その力を粉砕し、分裂させたザイ ド と 同類である叫
18—お前たちが、（敵とは し らず）兄弟 と 思っている者たちは、お前たちが倒されると、

心のなかで煮えたぎる （お前たちへの殺意の） 渇望を癒すことだろう。

3) maqamは「詩や演説で論争するために立つ場所」のこと。

4)コーラン 『牝牛の章』ほかに良く似た聖句がある。

5)コーラン『牝牛の章』ほかに良く似た聖句がある。

6)アルアンバーリーはfa9ila「余っている」 はfaCila型の動詞で、未完了形特徴母音が u、つま り

yaf<u]uとなる唯一の動詞であると解説しているが、 他方、イエメンおよびヒ ジャーズでは faCila

型動詞未完了形特徴母音はiおよび uをとると述べている (Wrightv. l, p.59注）。 Lisiinal-'Arab, 

fa9ilaの項では、このような規範の例外となる動詞として na<ima-yan<umu, nakila -yankulu, 

l).a9ira -yaMuru, farig_!ia -yafrug_!iuをあげ、 Wrightはrakina-yarkunu, bari'a -yabru'uをあげてい

る。また mata,<lama, kadaの二人称男性未完了形が tamiitu,tadfimu, yakiiduとなるが、同完了形

はそれぞれ mitta,dimta, kidtaとなるのは、これらの動詞が faCila型であるからだと妥当な指摘を

している。
7) Zaydはタミームの支族 Malikb. J:l.andhalaの族長であった。アルヒーラの王al-Mundhirb. Mが

al-Sama'が彼の娘をヤマン出身の、 王ーの寵臣と結婚させるので差し出せと命じたが、一彼は拒ん

だ。そこで、王はザイ ドの一族をその土地から追放 したり、殺したりし、財産は取り上げ、残

ったものはタミームの各支族に引き取らせたという故事に触れたもの。
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19ー人々が直面 したなんと多くの難儀な監路を私は両手で切り 開いたことだろう 。

20ー足を地面に踏ん張って言い争う多くの集会に （私は参加したが、そこ では）言い負

けた者の悪評は広く飛ぶように、伝えられた。

21ー私は彼らを議論で圧迫 した。彼 らは、口論の末、のどが渇き 、空腹にあえいでいた

が、私は彼らの議論の曲がったと ころ（槍の曲がりを直す道具）に、槍をかませて直

すよう に、正 してやった。

22ー私は論敵の議論を支離滅裂のままにしておいた。彼らの中心となった男は、まるで、

揺藍のなかで二つのお守りをしゃぶっている乳飲み子のようであった 8)0 

23ー私は、私の最後が、 土埃の下の墓穴に横たわることを承知している。そこに、棺が

私を運んでいくのである。

24ーすると 、私の娘や妻や親族が私の死を悼んで泣くが、やがて彼ら は散っていき、（私

のこ とは忘れる だろう）。

25ー私は、人々が訪れるのを厭う 土埃を乗せた地中に捨て置かれ、別れを告げられたと

きには、風が砂塵を巻き上げる。

26— よって 、私が こ の世を去ったなら、 心が俊敏で堅固な男にお前たち の こ とを託せよ。

27— まことに、 日 々の出来事は、 何もかも根絶や し にするものだ。 一家の 中の男の生涯

は、預け物であり、（何時なりと引き 出される）。

28ー男は集めた財産を食いつぶすようなまねをしないにもかかわらず、 苫労を重ね、や

みくもにこれを集めるのに努める。

39— だが、 死は しかるべき時に男を襲 う 。 何人も死をはねかえすことは出来ない。

30— 彼ら は 、 死者に「やすらかに 」 と 、別れの言葉をかけるが、死者は誰に対 しても、

もはや、返事を しない。よく 聞こえる耳を持っていた男も、 死後は、呼びかけられ

ても、 聞こえないのである。

8)論敵の中心人物を嘲っている。
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(XXVIH)アルムサッキプ・アルアブディー

匂詞 ←＼

まえがき

この詩人の作は本詩集 No.LXXVIおよび No.LXXVIIにも掲載されている。 No.

LXXVIの11行目に 「彼女らは年若く少女用のベールをかけているが、よく見えるよ

うに、穴を開けている（
9 0 2 i 
~ thaqqabna)」とあり、こ のためャ上~\ al-muthaqqib（穴

を開ける者）という綽名がつけられたといわれている。本名はとご-三うど ~Ll,J\

-竺どこ岳と山1’9) と ←_, alー心idhb. Mil)~an b. Thaclaba b. Wii0ila b. cAdI b. 0Awf 

である。

この詩人は、 本詩14行目にある ように、 ラフム朝の最後の王ご五じ五↑ oに上且

al-Nucman °Abu Qabus（在位 580-585または 602-607) と同時代の人であると考え

られるが、 No.LXXVI ではぶ令ど j~ 0Amr b. Hind王（在位 554-569)とされる

人物への言及がある。カイロ版では『詩と詩人たち』 p.72に、彼がとじ；jJI廷斗且I

al-Nabi辿aal-~炉ubyani (530 - 604) の詩の一行を取ったとあるが、彼は al-Nabi~a よ

り古い詩人で、著者 IbnQutayba は誤っている とある。つまり、 al-Nabi~a は前記，Abu

Q且bus王に受け入れられた詩人であり、それより前に活躍した詩人が、後の世の詩

人の詩を借用する はずがない、と したものだろう。しかし al-Mu世aqqibが二人の王

の時代にわたって活躍していた可能性も否定できない。

詩人が属した部族はg-辺Iぶj;,cAbd al-Qaysで、ペルシャ湾の南岸からオマーン
にいたる 地域に住んでいた。詩人は この部族の支族五~ Lukayz一門の出である。
北東側ではタミ ーム系の諸部族と接し、アラビア内部のバクル系の豆も今 Ha11Ifa族

とは同盟関係にあった。ラフム朝の王はこの詩で述べられている よう に、詩人の部

族に支配権を及ぼし、 ~JI al-Mu~aqqar 城を拠点として 、 統治していたようだ。
al-Mu吐aqqar城にはペルシャ人総督がいて、ラ フム朝とは親密な関係にあった。

この詩の解説には異論が多く、 難解な語が多々あるが、 詩人の部族固有の方言が

用いられているためだろう。詩では、 恋人 Hindの心変わり、 雌ラクダによ る荒野の

旅、ラフム朝の王 0AbuQ豆busへの賛辞、およびアラブ諸部族を服従させた王の軍勢

の強大さなどが詠まれている。出だ tawil調。28行。

(XXV旺〗）テキスト
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アルムファッダリ ーヤート試訳 (XXVII-XXIX)／池田 修

(XXVIII)訳

1 —ああ、悲しいかな、 ヒ ンドは、昨日、私との新たな絆を反故にし、好意を示すのを

惜しんだ。私に愛想よくすることは、彼女に何ほどの負担をかけるものでもないの

だが。

2ー以前、彼女が私を（愛情で）射とめようとし、逆に、私が彼女を射とめたときのよ

うに、彼女が私の望む人としてずっと留まってくれたなら良かったのだが。

3—しかるに、彼女は身近な友人に親切にされると私への愛情をさっさと捨て去り、た

やす くほだされる移り 気な女である9)。

4ー貴女は本気なのか。（夏の日に）太陽が天空に立ち止まっている頃、（私が）どれほど

多くの土地を旅したかを、知るすべはなかろう。（教えてやろう。） 10)

5ー昼のバッタが鳴き、蜃気楼は自らの白衣と上着が折りたたまれ消えてしまい（燃え

るよ うな地面をあらわした） 11)0

6ー私はこの時刻に、前脚が左右に良く張った、大またで駆ける雌ラクダに乗って、各

地を早駆けしたり、 一層遠度をあげたりして旅をしたものだ 12)0 

7ーやがて私は夜を過ごし、私の雌ラクダもうずくまって、雌ダチョウのような姿で夜

を過ごした。ラクダは私の皮製の食料袋と木製の鞍枠を背に乗せたまま休んでいた。

8ー雌ラクダは目を閉 じ、私も同じ く目を閉じ、夜明け前のひと 時眠り についた。ラ ク

ダは折った膝と胸と喉を地面に当てて眠っていた。

9ー幾筋もの道が（ペルシャ）湾に平行して集まっているアル。アラーカで休んだので

あるが、（目覚めると私は恐れず、道を間違えることなく旅を続けた） 13)。

10-（ラク ダが速度をあげたが）それはまるで雄猫が腹帯の結び目 のとこ ろにいて、ラ ク

ダはこれをふりおと そ うとするが、猫はかまわず危害を加え よう とするので、落ち

着かないようであった 14)0

9)f0ulla「友情」 は男女共通に用いられるので、 tastafidu-ha,yastafidu-haいずれの読み方も可能で

ある。

10) ma yudri-ki「何が貴女に知らせるか、教えてやろうかJ。この表現はコーランでしばしば用い

られている。

11)，がradaはここでは 「蜜気楼が晴れてあたりが見えてくる」の意。 Mucal/aqatcAmr b. Ku包hiimに、
wa'a'ra<;lat-I 1-yamamatu「アル。ヤマーマ（の村が高々と）姿を現した」とある。

12) fat!訴 1-yadayni「前脚が左右に良く張った」。前脚が張っていないと、 左右の脚が触れて傷がつ

き、 d5辿it,i).azz, nakit, ma~ii). などとよばれる病気に冒される。 barid は「約 12マイルの宿駅間の

距離」を表すのに用いられるようになるが、ここでは 「高速」の意味。

13)アラプの遊牧民は海を恐れていたらしいが、この一行では海に沿って道が輻核していたが、迷

わずに道を選んで進んだことを誇らしく述べたものであろう。

14)猫とラクダのことは古詩に時々詠まれている。猫はジンの化身でラクダを恐れさせ、異常な力

を出させる との説もある。ただし、こ こは、 村落が近く にあ り、猫が多い場所であった。 0Awsb. 

I:Iajarの詩に以下の一節があるが、定住民の近くにいたときの経験や知識による表現と思われ

る。

炉正叫ふ心判 L己乞召2"Iね冥
まるで雄猫がラクダの腹帯のところにおり、

雄鶏は両足で、豚と共にラクダに触れているようだった。

（アルアンバーリーテクスト p.306)

Mucallaqat'Antara 30行には、 「ラクダの側には猫が付きまとい、ラクダが怒って猫の方に首を

下げる と、両前脚で引っ掻き、口 で噛み付いて身を守る」とある。
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11 —ラクダは休息地から、軽々と 、 全速力で離れた。ちょうど黒い羽のヤマウズラが水

辺に近ずくと、全速力で駆けるような速さであった 15)0 

12ーラクダは足裏の爪で小石まじりのでこぼこ道に歩をすすめ、その強力な踏み込みで

道の左右に飛ばされた石がもとの場所に戻されないときに、私は手綱でラクダを引

きとめた。

13ー私は、神の御意志に添うなら 16）、このラクダの体と骨髄 17)は、私を目的地に運ん

でくれると確信した。

14—まことに、アプー・カープース（王）18) こそは、ラクダが死を賭して私を運ぶ目的地
である。恩恵で報いられるのだから、ラクダには恩知らずな振る舞いは許されぬ。

15ー私は善良な（王らの）火打ち棒 （功績）が彼の権威を、古くより高めたと見た。ちょ

うど (10個の幸運の）星が他の星を凌罵しているように19)0 

16ーもし神が、山々が彼に背いたと知れば、山々に綱をかけて、 （彼の元に）引き寄せ、

（平伏させるであろう ）。

17ーもしも我らの一族がオマーンに住んでいて、互いにこの主への不服従を申し合わせ、

かたくなな態度を長く続けたなら、

18-これを咎める者の懲罰がその部族に加えられ、部族の使者らが天の下の最善の人物

を急ぎ訪ねるであろう。

19— 即ち、諸王を凌駕する王を訪ねるであろう。如何なる主も 、 その見識と寛大さにお

いて、この王の功業には及ばないのである。

20ー大空の中央を柱のように高々と覆い尽くす戦塵を巻き上げる （主の）軍勢から、略

奪を免れる民があろうか。

21ー中央に死の惑星を擁する巨大な侵略軍が進撃すると 、広い大地に、足音が聾き渡る
20) 

22ー侵略軍の先鋒隊はせわしく戦利品を集めるが、それは、まるで、恐怖にかられて逃

げまどう獲物を襲う鷲の羽根のように（活発であった）。

23ー首が長くて、頬肉が使い古した水袋のようにそげた駿馬 21)は、投槍や長い槍の穂先

で敵を貫かせた。

24ー駿馬の前脚や皮膚は汗でぬれ、その黒毛は牛の角でできたふいご 22)の吹き口が灰や

挨で汚れたように （汗の塩分や戦塵で）灰色に転じた。

25-（武器の打ち合いで）鉄片が飛び散るさまは、収穫した穀物を風で吹き分けるときに、

15)ヤマウズラは水辺を求めて夜間飛び続け、水辺に近づくころ喉が乾き、飛べなくなると、全速

カで呪けると言われている。

16)'in鉦 a1-'i]且hu「神の御意志のままに」に注目。なお、 16行にも al-'ilahu「神」が登場する。

!7）アラプは、ラクダの活力の元は骨髄にあると考えていた。ラクダは旅の疲れで、骨髄が消耗す

ると倒れるとみていたのである。

18) al-Nuし111且nb. al-Mund_l_1ir'Abu Qabus.「まえがき」参照Q

19)この王家が古くより由緒ある家系で灰ることを迩べたもの a 「sa'dpl. su'ud（幸運の星）．

al-sa'dani（金星と水星）、山羊座と水瓶座のそれぞれ4個で都合10個の星をさす」 (Lisiinal-'Arab, 

sa'dの項）。

20) kawkab al-mawt「死の惑星」の kawkabは「頂点」を表し、「必殺」つまり「完全に死にいたら

しめるもの」の意。

21)馬は頬の肉が薄いものが好まれた。

22)ふいごに送風する吹き口には牛の角が用いられていたことが分かる。
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敷物 23)の上に飛び散る籾殻のようであった。

26-（騎土らが乗っていた馬は）すべて尻尾が短く切られ、剣を傭えていたが（戦いの後、

兵らに）はけでなでられたので頬は滑らかになっていた。

27—よって、恩恵を授けたまえ。あなたが呪いから救われますように 24)。今やあなたは、
ルカイズ 25)の老若すべての子らを支配下におかれたのです。

28 — そして、彼らを解放して下さい。足かせがはずされて、妻女らがラクダの鞍のあい

だを行き来できるようにして下さい。

23)アルアンバーリーは 3aqwaCをq和「石の混ざらない地面」の複数としているが、ここでは qawe

「ナツメヤシの実や小麦を乾かす敷物」の複数と解した。詩人はアブド。アル。カイス族の出身

であり、 nul~1ala 「糠、かす、籾殻」や h臨id 「収穫物」などの単語も用いており、定住民の生活

ぶりを良く知っていたのである。

24)'abayta 1-la'na「あなたが呪いから救われますように」は、ラフム朝の王へ挨拶する場合の決ま

り文句。これに対して、ガッサーン朝の王には yal也ayral-fityani「勇者らの誉れよ」が決まり
文句であった。

25) Lukayzは詩人の祖先の一人。
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(XXIX)ズー・アルイスパア・アルアドワーニー

匂凶で→"”
まえがき

この詩人の通り名は「指の持ち主」という奇妙なものだが、足の親指を毒蛇にか

まれ、毒が広がるのを防ぐために、 切り落としたためにつけられた とか、手足に余

分の指が生えていたので、そのように呼ばれたなどと伝えられている。本名は

--よご-Gら」Iど Qし1芦 I:Iurthanb. al-Barith b. Mul)arrathで、アル ・アスマイー
は、彼の父の名は Jf~I al-Samaw0alだとしている。
本詩集には、この詩人による作が No.XXXIにも取り上げられているが、この詩

は10行、 No.XXXIの詩は18行と、いずれも短い。

彼が属した Qり註 cAdwin族は、 詩人タア ッバタ・シャッラン巳:上孔;Ta0abbata 

効arranの占-1Fahm族と兄弟部族であった。詩人の部族は多数を擁する有力部族

で、メッカ南東の山地叱.:.JIal-Saratを拠点 としていた。 一時は、水が豊かな

~\kJI al-T酎ifおよび周辺の農地まで支配していた。この部族はメッカ巡礼者に巡
礼終了を告げ、離散させる命令権を持っていたと言われている。 しかし、部族内闘

争を繰り返 した結果、勢力を失い、弱小部族に転落した。

この詩人は族長で170歳とか300歳とかまで生きたという、信じがたい言い伝えが

あるが、 いずれにせよ、イスラーム より相当古い時代の詩人と思われる。彼は多く

の掠奪戦に参加したひとかどの騎士であり 、また部族の賢者であったが、年老いて

しまってか財産を気前良く人々に与えたため、親族がこれを批判したとこ ろ、以下

の詩を詠んだといわれている 26)。詩人はこの詩でまず二人の友人に 自分の判断力が

優れていることを誇り、彼らには自分のために血の償いをする力がないと嘲り、今

は年老いたが、若い頃には武器を携えて戦ったことを自 慢している 。こ圧二；

munsaril)調。IO行。

(XXIX)テキスト

-三ょ曰-ムj‘ご；
とこいこ二「土二ゞ

:0叫ご心叫占己応;J¥j3

ここご已-ご}一＼
3 0 

こi)9- 年-｝ 一Y

26)『歌の書』 3,p.2-11,『詩と詩人たち』 p.445など参照。
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LJJ 的屯幻ぬ年1
-上戸臼--ぅ,1
ら3も←迄土ゃニf
と二よし jうふ五巧

こりゴ戸1坦-
二豆上匂 I迄今凸

ら
；；； 9 

丘 I/ 
・タ

ほ藍とりシ缶i
こ廷JT謳ぅこ-

る

臼巴：ぷ戸. / ふ→ ＼1 -ヤ/ 5 

臼記；宍土巳ーt
い乞ご:こ1←号；詞ー0
と戸こ勾了叫凸じ生1-1
~1 庄；三匂戸こl- V
身ごごり ざ約二ゞJi-A

-□戸3 -巧Ji 戸— q
/’ .. 
→ 

/ / 

/,of,:;/f ,/,. ;:: 
J. 

吐A 戸IU-ご ←と 一＼

(XXIX)訳

11 —お前たち、即ち、わが仲間二人は、私に対する非難を、決して止めないだろうが、

私が どれほど（財産を）失ったと ころで、お前たちの力は（私の力に）遠く及びはし

なVヽ゜

12ーお前たちは判断力が劣っているので、 （私がお前達は）おろかであり、

るこ とから免れることは出来ない 27)。

口汚＜罵られ

13—そのようにされたくないのであれば 28)、私に対して虚言を吐くのは止めるが良い。
私はお前たちに嘘をつくなと強いたりは決して しないだろう。

14ーお前たちは、私のために血の償いとして、子羊すら差し出してくれないだろう 29)0

もっとも、私は酒友に危害を加えたこともない し、逆に汚名を着せられたこともな

vヽのだが。

15ーお前たちが私を老いぼれだと言おうが構わない。私がひどい欲張りでも、臆病な役

立たずでないことは分かるであろう。

16ー私は、名営を守り、汚名を防ぐために財産を投じ、一族の弱点や分裂を、良く判断

して、正すために費やす。

17ーもしも、お前たちが、私の武器は、（年老いた）アブー ・サア ドが杖にしていた小槍

30)だと見ているなら（よく聞け）。（これでも若い頃には）私は戦士の武器すべてで

身を固めていたものだ。

1 8 — 即ち、剣と槍と矢筒と、作りの良い真っ直ぐで、

のである。

上等の鋭い矢で武装していた

27) tajnuba-n『「私を・・・ から遠ざける」。コーラン14章『アプラハムの章』 34節にこの動詞が同じ意

味で使われている。wa-jnub-niwa-bani-ya'an nab'uda l-'a$niima「私も息子達も偶像を崇めないよ

う遠ざけたまえ」。

28)'ilia bi-'an takdhiba'alay-ya wa-lam…に関し、bi-'an・・・は bi-'anla ・ ・ ・の意味でとらえた。また
wa-lam ··· は wa~l an ・・・の説によった。
29)「血の代価」はラクダで支払われるのが償わしで、羊としたのは相手の無能さを軽蔑した表現。

30)'Abu Sa'dとは伝説上の喪人 Luqmanの子Luqaymのことで、年老いてからは杖をついて歩いて

いたといわれている。
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19ー矢筈を正確に刻み頑丈にしたのは、アドワーン族の熟練した匠ら全員によってであ

る。

10—ついで、彼らは矢に炭のように黒くて厚毛の鳥の羽毛で包んだ。鳥の翼の先端の羽
根3本とそれに続く羽根を用いたのである。
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